


































内  ・容 要 旨
 1結 団
 前庭膜迷路における内耳液の分泌に関与する部位としては,半規管膨大部の半月板沿よび平衡斑
 辺縁部の上皮帯が従来より指摘されている。近年,この他にも卵形嚢壁には内リンパの分泌機能あ
 るいは選択的透過膜としての機能をもつ部位の存在することが組織学的ならぴに組織化学的に指摘
 されるようになった。従来.卵形饗に関する電子顕1教鏡学的研究は,Smi七hひ956),KimUra
 (4969)らの業績を除いて、ほとんどそれを耳石器官とみた平衡斑に関するもののみであったが,
 本研究はモ'ルモツトの卵形嚢を対象とし,平衡斑以外の壁細胞構造について光学顕微鏡と電子顕微
 鏡を併用して検索し,その機能的意義について考察を行なったものである。
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 H材料と方法
 材料には10匹の成熟モルモットを用いた。固定液はMinonigのPho8Phatebuff-
 erとS-qolli且inebufferにより調整した4%080近を主として用い,一部は2%
 g■u七ara■d・ehydeと1%080△を併用した。試料は上昇エタノール系列で脱水し、Luf七
 の方法によりEpon8窪2に包埋し,トリミングの際に骨部を除去したD超薄切片の作製にはガラ
 スナイフを装着したPOrむer-B■umMT一う型超ミク・トームを用い,切片には5%酢酸ウラニ
 ウムの50%エタノール溶液とM⊥■lonigの塩基性水酸化鉛による二重染色を施し,日立HS7型
 電子顕微鏡により観察した。
 左諭光学顕微鏡的観察にはエポンブ・ツクよウ約イμの切片を得,これをトルイジン青で染色し
 たものを用いたo
皿観察所見
 1.光学顕微鏡所見
 卵形嚢を長軸に重直な面で切って観察すると,卵形嚢外側壁に接して2～4層の極めて扁平な
 細胞よりなる1枚の薄い膜状組織が存在する。とれは己eBu.rlet(1920、の記載した境界
 膜(αren宮membran、であり.この膜と前庭内側壁の間には三半規管に続ぐ外リンパ腔が形
 成され,その中に網状に配列する索状組織と毛細血管を入れる。卵形纏壁の内面は1屠の上皮に
 冷むわれ,そのまわりに薄い結合紛織が存在する戸卵形鵬斑以外の部の上皮は単層立方ないし扁
 平上皮であるが,部位によってその形態は2型に区別される。す表わち1つは細胞質が明るく輪
 郭が明瞭で平坦な明調細胞である。仙は細胞質がトルイジン青に濃染し,基底面の凸凹が極めて
 著しい暗調細胞である。暗調細胞は卵形擁壁の内側壁沿よび下壁のほぼ全域をしめ上壁に迄広が
 っている。
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 2.電子顕微鏡所見
 卵形蕪斑の辺縁帯を構成する細胞は比較的丈が高ぐ基底部に楕円体形の核を備え,微細頼粒状
 物質を貯えた直径0.2～0.5mμの纏胞状粗面小胞体が細胞質の全域に密に分布している。
 明調細胞は部位によりその高さが異なり,核は楕円体形ないし球形で,しばしば深い切れこみ
 を有するn細胞質は基質が明るく細胞内小器管の発達は暗調細胞に比べて劣勢であるρ細胞の自
 由画はほぼ平坦であるが不規員1吸騰戒毛や稀に繊毛を備えることもある。細胞間嵌合はない。
 暗調細胞は扁平短いし立方状を呈するが,基底面の凸凹が著しい。核は楕円体形ないし球形で
 しばしぱ著明な切れこみを示す。細胞質にね小胞,粗面小胞体,自由リボゾーム,ゴルジ装置,
 多胞体などの諸構造が含まれ,特に核下部細胞質に糸粒体の発達が著明である。暗調細胞の最も
 著しい特徴は細胞間嵌合むよび基底搬入の発達である。
 卵形嚢の外側壁に接する境界膜は2-4層の扁平な細胞からなる。その外側面は中皮,すなわ
 ち1層の扁平な細胞層で構成されているn境界膜が卵形痩と接している所では結合組織層に移行
 し.それ以外の部位では外リンパ腔内に形成される結合綿織に連続して移行しているe卵形嚢壁
 の結合組織内には毛細血管が存在し.上皮の基底面に治って走る。毛細血管壁は内皮とperi-
 cy七eより構成されている。内皮は連続性で窓をもたずまた飲小胞が少オい。内皮の基底面は基
 底膜で齢おわれており,しばしぱperiCy七eの基底嘆と融合するn卵形嚢の暗調上皮が複雑な
 細胞質突起をのばし,その先端を毛細血管の内皮基底面に接触させる像がしばしば認められる。
 Iv考 按
 卵形嚢斑の辺縁部上皮帯は従来の光学顕微鏡的所見とちがい,電子顕微鏡的には半月板上皮と
 の類似性は全く認められない6その細胞構造からみて平衡斑の支持細胞の続きと考えられ.機能
 的には活発な蛋白合成を営み,耳石間物質の合成に関与するものと、患われた。
 卵形獲壁の上皮細胞は光顕・電顕的に場所によって2型が区別された。暗調細胞はSmith
 (1956、・の記載したbranchedepi七helia■ce1■に一致するもので卵形嚢の内聞
 壁.下垂.}壁に分布する。機能的にはその構造士の特徴から物質の能動輸送を行い,特異なイ
 オン組成を有する内リンパ液を生成維持する機構の一環をなすものであると推測された。
 卵形嚢の外側壁には境界膜という1枚の膜組織が有布する。前庭膜迷路周囲の外リンパ腔は,
 この膜によって前庭階に続く外リンパ腔から仕切られており,その中に網状に配列する結合組織
 や毛細血管をいれる・このよう左解剖学的構造と暗調上皮細胞の存在看どからみて.前庭におけ
 る内リンパと外リンパの間にもr乱dia■flo冨が存在し,また内耳液の組成は蝸牛に寿げる
 ものと多少異看る可能性が考えられた。
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 審査結果の要旨
 内耳の内リンパ分泌に関しては嘗ってはGuildの■Ongitu・αinaiflOw説のみが有力
 であったが,近年raaゴ.alflOw説が蝸牛のみならず前庭迷路においてもとり上げら‡し,半
 規管膨大部の半月板諭よび平衡斑辺縁部の上皮帝が内リンパ分泌に関与するものとされ,さらに
 卵形嚢壁にも内リンパの分泌または透過膜としての機能があることが主として組織学的または組
 織化学的に追求ざれてきた。
 著者はモルモットの卵形蝿平衡斑以外の壁細胞構造について主として電子顕微鏡学的模索を行
 うと共に光学顕醸鏡による親祭を試み一た。
 まず光学顕微鏡的所見については輿形嚢外側壁に存在する膜状組織,すなわち3rer培mem-
 bran(αeBurle'o),蔚よびこの膜と前庭内側壁との聞に存在する外リンパ腔について観察
 したが,平衡斑以外の部位の上皮には明調細胞と暗調細胞り2型の細胞が区別されるとし,それ
 ぞれの特徴について述べている。
 電子顕微鏡的には明調細胞は細胞質の基質が明るく,細胞内小器官の発達が弱く,自由表面に
 不規則な微絨毛や繊毛が見られることがφる。また細胞間妖合は存在しない。これに対し暗調細
 胞は細胞質に小胞,粗面小胞体,自由リボゾーム,ゴルジ装置,多胞体などが含まれ,とくに核
 下部に糸粒体の発達が著明でめる。そして暗調細胞の特徴は細胞間嵌合および基底破入が発達し
 ていることであるとしている。
 なお・卵形嚢壁の結合縄織内の毛総血管は上皮の基底面に沿って走り,血管壁は内皮とperi-
 cy'teより構成されている。暗調上皮が複雑な細泡質突起をのばし,その先端が毛細血管の内皮
 基底面に接触している所見亡観察している。
 以上の所見から前庭迷直答に語いても内.外リンパ間にradialflOwが存在するものとし
 ている。
 以上により本論文は学位に値するものと認める。
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